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ぼ同じ時期にチャールズ・ダーウィンの進化論と同様の結論に至り、論文をダーウィンに送っている。それを読んだダーウィンは、 人柄からかのんびり構えていた 、 ダーウィン本 よりも周りの人 が早く発表しないといけないと焦り、ウォレスに断りもなく共著論文という形で発表した。
クリックとワトソンによるＤＮＡの二重






















































































































葉、 「もし私が他の人よりも先を見通せることができるとすれば、それは巨人の肩の上に立っているからだ」から抜き出したものである。多くの先人の知恵の蓄積があるからこそ、新たな研究の地平を開拓することができるという意味であろう。他方、これには別の意味もあると言われている。この言葉はニュートンがロバート・フックに宛てた手紙に書かれた のだが、フックの法則で有名な物理学者は非常に背の低いだったらしく、ニュートンはフックに対して「おまえのよう 小男には先が見通せるわけがない」という意味を込めた 言われている。
G
oogle Scholar
のページを開く度に思
い出す。
（いむら
　
すすむ／アジア経済研究所
研究企画部）
《注》・アジア経済研究所図書館は、一九九八年
の組織改編までは「図書資料部」の名称であったが、 本稿では「図書館」と記した。
《参考文献》中島秀人
　「ロバート・フック
　
ニュート
ンに消された男」
　
朝日新聞社、
一九九六年（朝日選書
  五六五） 。
井村進「図書館業務の機械化」 『アジア経
済資料月報』一九九〇年一〇月・一一月。
